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 事業概要 

航空機の⾼揚⼒装置及び降着装置から発⽣する機体騒⾳を低減する技術は, 空港周辺地域の騒⾳低
減を実現するために国際的にも注⽬されている. 本研究は, 機体騒⾳低騒⾳化の技術成熟度を将来の
旅客機開発ならびに装備品開発に適⽤可能な段階にまで⾼めることを⽬的とした FQUROH+事業の
⼀環として実施している. 最終的には本研究により, 国内航空産業界における国際競争⼒強化に貢献
するとともに, 空港周辺地域社会における騒⾳被害, エアラインの運航コスト (着陸料) の軽減に貢
献する. FQUROH+事業の⽬的の⼀つは, スパコン利⽤を前提に, 数値解析技術を⽤いて実⽤的な低
騒⾳化コンセプトを探り, 低騒⾳化設計を⾏い, 実機で実証することである. 本事業コードでは, ⾵洞
試験における Reynolds 数効果や半裁模型による影響などを確認し, また主な空⼒騒⾳源となっている
スラットなどの周りの時間平均流の特徴を理解するために解析を実施した. 

 
参考 URL: http://www.aero.jaxa.jp/research/ecat/fquroh/ 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

空⼒的に重要な部分は細部まで模擬した実機形状での Reynolds-averaged Navier-Stokes (RANS) 解
析を, 想定されている⾶⾏エンベロープ内で, 想定されている複数の⾶⾏形態にて実施可能であるた
め. また, ⾵洞試験のみでは困難な, 低騒⾳化デバイスなどの空⼒的な影響を事前に⼗分に評価し, 確
認するため. 

 

 今年度の成果 

図 1 に⽰すような旅客機全機形状の⾼揚⼒形態に対して RANS CFD による空⼒解析を⾏った. 空⼒
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特性予測に対する機体形状模擬度の感度や, 半裁⾵洞試験における⾵洞壁⼲渉の感度を⾵洞試験結果
との⽐較を通じて把握し, 空⼒特性予測精度向上を図った. また, 低騒⾳化デバイスの設計にあたり, 
機体騒⾳発⽣源となるスラットやフラップ周りの流れ場を空⼒解析により理解した. デバイスによる
流れ場の変化, デバイスが空⼒特性へ与える影響を評価することで, 空⼒特性変化を最⼩限に⽌めつ
つ低騒⾳化効果を⾼めるデバイス設計を⾏うことができた. 

 

 
図 1: 全機⾼揚⼒装置展開形状の空⼒解析例 (物体表⾯ Cp 分布) 
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 JSS 利用状況 

 計算情報 
 

プロセス並列⼿法 MPI 
スレッド並列⼿法 ⾃動並列 
プロセス並列数 216 
１ケースあたりの経過時間 40 時間 
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 JSS2 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：0.59 
 

     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 3,583,387.74 0.68 
SORA-PP 2,907.97 0.02 
SORA-LM 11.10 0.01 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 48.66 0.04 
/data 6,519.05 0.13 
/ltmp 1,552.32 0.13 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 280.06 9.27 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
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 JSS3 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)： 0.60 
 
     
内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

TOKI-SORA 3,274,312.53 0.70 
TOKI-RURI 63.48 0.00 

TOKI-TRURI 0.00 0.00 
 

ファイルシステム資源 
ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 

/home 73.05 0.05 
/data 8,449.02 0.14 
/ssd 101.63 0.05 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 280.06 9.27 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
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